
№774

2016

５
編集・発行　  社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会

タイムズタイムズ

▶今月の表紙

地域のみんなと
顔見知り
　横浜市栄区で民生委
員児童委員として、38
年もの長きにわたり優
しいまなざしで地域を
見守り続けている長瀬
潔さん。「幼稚園の園
長であり、民生委員児
童委員としても活動し
ているので、高齢者も
子どもも、町内のほと
んどの方と顔見知りな
のですよ」と温かい笑
顔で話す。明るく朗ら
かな口調に、声をかけ
られた誰もが元気をも
らっている。
 【詳しくは12面へ】
〈撮影・菊地信夫〉

権利をまもり、一人ひとり権利をまもり、一人ひとり
地域の“あんしん”をささえる地域の“あんしん”をささえる

（２～４面）（２～４面）特 集



　日常生活自立支援事業（以下、本事業）は、認知症高齢者や障害者などの福祉サービスの利用援助や日
常的金銭管理のサービスとして、平成11年に創設されて以来、本県では6,825名の方にご利用いただきまし
た（平成28年３月末現在）。成年後見制度とともに、判断能力が十分でない方の自己決定を支える制度とし
て、より一層の活用に向けて関係者から期待が寄せられています。
　そうした中、本事業の適切な利用に向けて、支援機関との課題共有を目的に、本事業の実践活動をまと
め事例集を作成しました。今回はこの事例集から、多様な課題に対してどのような実践活動が行われてい
るのか事例を紹介し、一人ひとりの"あんしん"をささえるあり方について考えます。

神
奈
川
県
に
お
け
る
最
近
の
傾
向

　

本
事
業
は
、
本
会
お
よ
び
横
浜
市
、
川

崎
市
、
相
模
原
市
の
三
つ
の
政
令
指
定
都

市
社
協
を
実
施
主
体
と
し
、
各
市
区
町
村

社
協
が
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

本
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
利
用
援
助
の
ほ
か
、
日
常
的
金
銭
管

理
、
書
類
等
預
か
り
な
ど
が
あ
り
ま
す【
別

表
参
照
】。

　

日
常
的
な
金
銭
管
理
は
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
の
支
払
い
を
含
む
た
め
、
特
に

他
の
支
援
機
関
で
は
関
わ
る
こ
と
が
難
し

い
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
も
高
く
、
相
談
件
数
・
利

用
件
数
と
も
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す

【
３
面
図
参
照
】。

　

一
方
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
状
況
を
見

る
と
、
従
来
、
高
齢
者
の
割
合
が
半
数
以

上
を
占
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年
は

特
に
精
神
障
害
者
の
利
用
が
増
加
す
る
傾

向
が
見
ら
れ
ま
す
。

利
用
者
の
自
己
決
定
の
尊
重
〜

権
利
擁
護
の
推
進

　

本
事
業
の
利
用
を
希
望
す
る
方
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、「
日
常

的
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス
」
と
言
っ
て
も
、

そ
の
対
応
内
容
は
様
々
で
す
。
地
域
で
の

安
心
し
た
生
活
を
支
え
る
上
で
は
、
本
人

の
意
向
や
自
己
決
定
を
尊
重
し
な
が
ら
、

判
断
能
力
と
生
活
状
況
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト

特
集

権利をまもり、一人ひとりと地域の
“あんしん”をささえる

―日常生活自立支援事業の実践事例から―

し
、
本
人
の
意
向
に
そ
っ
て
作
成
し
た
支

援
計
画
を
契
約
締
結
審
査
会
に
図
っ
た
上

で
実
際
の
支
援
に
あ
た
り
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
者
の
中
に
は
、
自
身
の
意

思
を
表
現
す
る
こ
と
が
苦
手
な
方
も
い
ま

す
。
そ
こ
で
本
事
業
を
担
当
す
る
社
協
の

専
門
員
と
し
て
は
、
本
人
の
意
向
を
ど
れ

だ
け
く
み
取
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
非

常
に
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
支
援
に
あ

た
っ
て
は
、
本
人
の
価
値
観
を
尊
重
し
つ

つ
、
表
に
現
れ
な
い
意
思
を
代
弁
す
る
関

わ
り
や
、
自
己
決
定
を
促
す
た
め
の
必
要

な
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
も
大
切
な
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
利
用
者
の
自
己
決
定
を
最
大

限
に
尊
重
し
、
適
切
な
支
援
を
通
じ
て
権

利
擁
護
を
図
っ
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
本

事
業
の
最
も
重
要
な
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

支
援
者
同
士
の
課
題
共
有
に
向

け
て
〜
実
践
事
例
集
の
作
成

　

そ
う
し
た
中
、
本
会
で
は
、
本
事
業
の

課
題
と
利
用
者
の
権
利
擁
護
に
向
け
た
適

切
な
支
援
の
あ
り
方
を
関
係
機
関
と
共
有

す
る
た
め
、
実
践
事
例
集
を
作
成
し
ま
し

た
。

　

編
集
に
際
し
て
は
、
30
市
町
村
社
協
か

ら
本
事
業
に
お
け
る
特
徴
的
な
事
例
を
提

供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
利

用
者
の
生
活
状
況
や
相
談
に
至
っ
た
経

過
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
と
と
も
に
、
家
族

や
他
の
支
援
者
が
感
じ
て
い
る
課
題
を
踏

ま
え
、
ど
の
よ
う
な
支
援
目
標
の
も
と
に

支
援
計
画
を
作
成
し
た
か
、
ま
た
対
応
し

た
結
果
や
課
題
に
つ
い
て
、
生
活
支
援
員

の
視
点
も
踏
ま
え
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
利
用
者
と
利
用
者
の
支
援
に

関
わ
っ
た
支
援
者
の
、
本
事
業
に
つ
い
て

の
感
想
も
掲
載
し
ま
し
た
。

　

掲
載
し
た
30
事
例
の
対
象
者
別
内
訳

は
、
高
齢
者
が
12
事
例
、
知
的
障
害
者
が

10
事
例
、
精
神
障
害
者
が
７
事
例
、
身
体

障
害
者
が
１
事
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【別表】日常生活自立支援事業の概要
対
象
高齢や障害により、日常生活に必要なサービスを利用するための情報入手・理解・判断・意思表示
を本人のみでは適切に行うことが困難な方で、本事業の契約内容について判断能力を有する方

事
業
内
容

福祉サービス
利用援助

定期的に訪問し、福祉サービスの情報提供や利用の手続きを支援する
　 福祉サービスの利用または利用をやめる手続き／福祉サービスについての苦情解決制度
を利用する手続き／日常生活に必要な事務手続き　等

日常的金銭
管理サービス

福祉サービス利用援助の一環として、日常的な金銭管理を支援する
　 福祉サービス利用料・公共料金・家賃・日用品費等の代金の支払い／年金・福祉手当の受
領に必要な手続き／支払いに伴う預金の払い戻し・預金の解約・預け入れ 等

書類預かり
サービス

通帳や証書などの重要書類等を貸し金庫で預かる
　 預金通帳／印章・印鑑証明書・身分証明書・戸籍謄本その他の公的書類文書類／年金証
書・権利書・契約書その他の書面類

※相談は無料。サービスの利用にあたっては費用がかかります
※相談支援は「専門員」が、サービス提供は「生活支援員」が担当します
※ 専門員による面接・調査を踏まえて、契約締結審査会（弁護士・医師・福祉関係者等で構成）にて、本人の判
断能力や支援内容の適切さ等を審査し、契約します

2
第774号　福祉タイムズ　2016.5.15



SPECIAL EDITION　

支
援
事
業
で
在
宅
生
活
の
金
銭
管
理
を
援

助
し
て
も
ら
え
な
い
か
」
と
い
う
相
談
が

当
該
行
政
の
担
当
者
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　

入
院
先
を
訪
問
し
た
と
こ
ろ
、
Ａ
さ
ん

（
60
歳
代
・
男
性
）
は
、
長
年
運
送
会
社
の

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
方
で

し
た
。
仕
事
中
に
脳
出
血
を
起
こ
し
入
院

と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

面
会
し
た
Ａ
さ
ん
は
、
生
活
に
関
わ
る

大
事
な
こ
と
を
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
思
い
出
す

こ
と
が
で
き
ず
、
金
銭
管
理
も
難
し
い
様

子
で
し
た
。
ま
た
、
消
費
者
金
融
へ
の
借

金
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
Ａ
さ

ん
自
身
に
は
、
金
銭
管
理
が
う
ま
く
で
き

ず
、
何
と
か
し
た
い
と
い
う
思
い
は
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
今
後
ど
う
す
る
か
、
本

人
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
表
出
さ
れ
な
い
状
態

で
し
た
。
そ
こ
で
、
本
事
業
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
を
す
る
と
、

そ
の
場
で
「
本
事
業
を
利
用
し
た
い
」
と

い
う
意
向
を
示
し
、
退
院
と
同
時
に
契
約

を
締
結
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

契
約
に
あ
た
っ
て
は
、
Ａ
さ
ん
が
希
望

し
て
い
る
在
宅
で
生
活
し
て
い
く
方
向

で
、
月
に
２
回
訪
問
す
る
支
援
計
画
を
立

て
ま
し
た
。
支
援
開
始
後
に
は
、
在
宅
生

活
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
訪
問
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
な
げ
ま
し
た
。
ま

た
、
子
ど
も
好
き
の
Ａ
さ
ん
の
た
め
に
、

地
域
の
子
育
て
サ
ロ
ン
で
子
ど
も
た
ち
と

関
わ
る
機
会
を
作
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
課
題
で
あ
っ
た
金
銭
管
理
に
つ

い
て
は
、
契
約
後
に
、
借
金
以
外
に
も
公

共
料
金
や
入
院
費
等
の
滞
納
が
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
た
め
、
そ
れ
に
つ
い
て
本
人

と
と
も
に
返
済
に
向
け
て
の
計
画
を
立
て
、

関
係
機
関
へ
の
説
明
を
行
い
、
計
画
に
対

す
る
了
承
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
自

身
に
も
変
化
が
あ
っ
た
の
か
、
生
活
費
の

節
約
を
心
掛
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
事
業
に
よ
る
関
わ
り
に
よ
っ
て
、
安

定
し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
子
育
て
サ

ロ
ン
で
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
う
と
い
う

地
域
の
方
々
と
の
接
点
が
で
き
、
Ａ
さ
ん

自
身
の
楽
し
み
も
増
え
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、
自
身
の
意
思
や
考
え
を
短

い
言
葉
の
中
に
言
い
表
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
Ａ
さ
ん
。
本
事
業
を
利
用
し
た
感
想
を

次
の
よ
う
に
語
り
ま
す
。

　
「
い
い
と
思
う
。
ち
ゃ
ん
と
お
金
も
間
違

い
な
く
持
っ
て
き
て
く
れ
る
し
。
支
援
員

さ
ん
も
い
い
で
す
よ
。
優
し
い
し
、
聞
く

と
答
え
て
く
れ
る
。
答
え
て
く
れ
な
い
こ

と
は
無
い
で
す
」

　

そ
の
後
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
判
断

能
力
に
低
下
が
見
ら
れ
、
本
事
業
の
契
約

継
続
が
難
し
く
な
っ
た
Ａ
さ
ん
は
、
当
該

社
協
の
法
人
後
見
に
移
行
し
、
支
援
が
継

続
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
事
例
に
対
し
て
は
、
当
初
か
ら
支
援

に
関
わ
っ
て
い
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
担
当
者
か
ら
「
日
常
生
活
自
立
支

援
事
業
で
、
私
た
ち
が
で
き
な
い
部
分
を

援
助
し
て
く
れ
て
助
か
っ
て
い
ま
す
。
成

年
後
見
制
度
へ
つ
な
が
る
の
も
ス
ム
ー
ズ

で
し
た
」
と
い
う
感
想
も
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『「
一
人
で
は
む
ず
か

し
い
」
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
』
を
作
成

　

本
事
業
は
、
こ
の
事
例
の
よ
う
に
、
判

断
能
力
の
低
下
に
よ
り
地
域
で
自
立
し
た

生
活
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
い
方

に
対
す
る
支
援
の
一
つ
と
し
て
行
っ
て
い

ま
す
が
、
双
方
の
合
意
が
必
要
な
「
契
約
」

に
基
づ
い
て
い
る
た
め
、
判
断
能
力
が
低

下
し
、
契
約
締
結
能
力
を
喪
失
し
た
場
合

は
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

Ａ
さ
ん
の
場
合
は
社
協
の
法
人
後
見
に
よ

る
成
年
後
見
制
度
へ
の
利
用
に
つ
な
が
り

ま
し
た
が
、
判
断
能
力
が
低
下
し
た
方
へ

の
支
援
に
つ
い
て
は
、
本
事
業
の
利
用
が

よ
い
の
か
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
の
方

が
望
ま
し
い
か
、
本
人
や
家
族
だ
け
で
な

く
、
支
援
者
に
お
い
て
も
判
断
が
難
し
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
「
日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
と
成
年
後
見
制
度
、
ど
ち
ら
の
仕
組
み

を
使
っ
た
ら
い
い
の
か
」
と
い
う
相
談
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
本
会
で
は
、

支
援
に
関
わ
る
関
係
者
が
両
方
の
仕
組
み

を
比
較
し
な
が
ら
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
、

利
用
者
か
ら
の
相
談
に
よ
り
適
切
に
応
じ

ら
れ
る
こ
と
を
目
的
に
、
本
事
業
と
成
年

後
見
制
度
の
特
性
を
見
比
べ
や
す
く
整
理

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『「
一
人
で
は
む
ず
か

し
い
」
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
』
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

事
例
に
は
、
経
済
的
な
問
題
や
判
断
能

力
の
低
下
に
よ
り
契
約
の
継
続
が
困
難
に

な
っ
た
も
の
、
支
援
機
関
と
の
連
携
の
難

し
か
っ
た
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

本
事
業
が
関
わ
っ
た
も
の
の
、
未
だ
課
題

の
解
決
に
至
ら
ず
、
現
在
も
対
応
を
継
続

し
て
い
る
も
の
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

70,000
(件)

(人)60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

2,000

1,900

1,800

1,700

1,600

H23 H24 H25 H26 H27
0

相談件数 実利用人数

金
銭
管
理
の
支
援
を
必
要
と
す
る

高
次
脳
機
能
障
害
の
あ
る
Ａ
さ
ん

　
「
脳
出
血
で
入
院
中
の
方
で
、日
常
生
活

動
作
は
回
復
傾
向
に
あ
る
が
、
高
次
脳
機

能
障
害
に
よ
り
計
算
な
ど
数
字
の
理
解
を

す
る
こ
と
が
困
難
で
、
言
葉
も
出
づ
ら
く
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
難
し
い
。
近
々

退
院
す
る
予
定
な
の
で
、
日
常
生
活
自
立

事例

【図】本県の日常生活自立支援事業相談件数・実利用人数の年間推移
（H23～H27年度）

3
第774号　福祉タイムズ　2016.5.15



SPECIAL EDITION

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
市
町
村
社
協
や
行

政
機
関
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
に

も
広
く
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

1─ ─

〝地域で、安心して、自分らしい生活″を実現するために

をサポートします
「一人ではむずかしい」

福祉サービスを使いたいけど、
契約内容などむずかしいこと
は分からない。

ひとりで銀行に行っても、
手続きがよく分からない。

計画的にお金を使いたいのに、
いつも迷ってしまう。

通帳など
大事な書

類を

失くして
しまった

。

訪問販売の人にすすめ
られて、分からないのに
契約をしてしまった。

役所か
らいろ

いろな
書類が

届くけ
ど、ど

う手続
きすれ

ば

いいの
か分か

らない
。

日常生活自立支援事業
成年後見制度

社会福祉法人　神奈川県社会福祉協議会

関
係
機
関
と
の
協
働
〜
あ
ん
し

ん
を
さ
さ
え
る
た
め
に

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
Ａ
さ
ん
の
事
例
で

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
行
政
、

訪
問
介
護
事
業
者
、
債
務
整
理
に
関
わ
る

弁
護
士
な
ど
、
多
く
の
関
係
者
が
協
働
で

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

本
人
の
〝
あ
ん
し
ん
〞
し
た
暮
ら
し
を

さ
さ
え
る
た
め
に
は
、
本
事
業
と
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
や
社
会
資
源
の
連
携
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

今
後
も
関
係
者
の
理
解
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
引
き
続
き
本
事
業
の
適
切
な
実
施

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

（
権
利
擁
護
推
進
担
当
）

　人が地域の中で生活していると様々な問題に出会い
ます。実践事例集で取り上げている利用者の皆さん
も、浪費や借金の問題、金銭搾取や虐待被害の問題、
家族関係のトラブル、医療上の問題、認知症の進行な
ど、様々な問題を抱えています。
　このような問題を抱えると、人は思考が停止してし
まい、生きる意欲すら失ってしまいます。そうなる
と、問題はさらに複雑化し、ますます生きづらくなっ
てしまうという悪循環に陥ってしまいます。特に、認
知症や精神障害のある方にとっては、問題への対処は
困難となるため、より悪循環に陥りやすいでしょう。
　本事業では、利用者の権利擁護を実現するために、
利用者の抱える問題に丁寧にかかわり、ひとつずつ問
題を整理して、利用者が主体となって解決に向けて取
り組むことができるよう支援することを目指していま
す。
　例えば、生活費が足りなくて生活が困難になってい
るという人の場合、何が原因で生活費が足りないの
か、借金があり月々の返済額が多すぎるのか、生活費
において不必要な支出があるのか、親族に搾取されて
しまっているのかなど、課題を整理し、それぞれの課
題に対してどのような取り組みが必要なのか、そして
本事業ではどのような支援が可能なのか、検討してい
くことになります。
　その結果、借金の整理が必要であると思われる利用
者については、法テラスを通じて弁護士など法律専門
家につなげるなどしています。また、不必要な支出が
多いというのであれば、月々の支出の内訳を吟味し、
利用者とともに必要な支出の優先順位を検討するなど
して適切な支援計画を策定したりします。親族に搾取

されているというのであれば、行政とも連携を取りな
がら被害回復を目指すこともあります。実践事例集に
は、本事業を利用することで課題を整理し、地域の中
で安心して生活を送ることができるようになった事例
が多数紹介されています。
　もちろん、本事業にも限界はあります。例えば、不
動産の売却であるとか、高額の預貯金の管理などは、
日常生活の範囲を超える支援となるため、本事業の支
援の対象外となってしまいます。また、契約を前提と
した事業ですので、判断能力がない方であるとか、本
人自身が本事業の利用を希望していない場合には、契
約を締結することができませんので、本事業による支
援はできないことになります。
　しかし、社協では、本事業の範囲でできることは何
なのかということを考えるだけではなく、権利擁護の
担い手として、利用者の生活全般を見渡して、大きな
視点で利用者のために何が必要な支援なのかも考えて
います。例えば、判断能力がないために本事業を利用
することができない方であったとしても、行政や地域
包括支援センターなどと連携を取りながら、本人の権
利擁護のために、成年後見制度につなげる取り組みを
したりしています。
　本事業は、成年後見制度と比較すると、市民の認知
度の点ではまだまだ低いように思います。しかし、
様々な問題を抱えている人にとって、地域で安心して
生活を送るためには、極めて有効な事業であると言え
ます。
　身の回りに生きづらさを抱えている人がいる場合に
は、まずは、お近くの市区町村社協にご相談いただけ
ればと思います。

ご本人の権利擁護に向けて
弁護士　千木良　正

（本会日常生活自立支援事業　顧問弁護士）
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民生委員児童委員民生委員児童委員ですです

　私の日常の活動と言えば毎日の児童の下校見守りで
す。寒い日、暑い日、雨降りでも時間の許すかぎり「見
守り隊」として路地に立って、続けること10年有余が経
過しました。
　これは、地区民生委員児童委員協議会が共に活動す
る、地区社協の「児童見守り・安全部会」での活動です。
中学生には「こんにちは」、小学生には「さようなら」と
言葉をかけながら、毎日「ジャンケン」や「工作物の出
来栄え」「宿題」など話題はつきません。こうして、顔と
顔のつながりを築き上げています。
　また、私が担当する小学校では「見守り隊ありがとう」
という行事が催され、学校代表として3年生が作成した
感謝状を毎年1回いただいています。さらに、3月は
小・中学校の卒業式に招待を受け出席します。特に今年
は、主任児童委員から見守りを依頼された、当時小学校
3年生だった男の子が、元気に中学校を卒業したことを
見届けることができ、ホッとしています。
　こうした下校時の見守りを通して、民生委員児童委員
活動の原点である、地域の実情把握をすることができま
す。下校時の児童だけではなく、幼稚園児のお迎え時の
母親、散歩をしている人、リハビリのため歩いている

子どもの見守りを通して、
地域の実情を知る

こ
ん に ちは

!

　民生委員は、地域の子どもが元気に安心して暮ら
せるように、子どもたちを見守り、子育ての不安や
妊娠中の心配ごとなどの相談・援助等を行う「児童
委員」も兼ねています。子どもの見守りの他にも、
「子育てサロン」を運営し、子育て中の親が一人で悩
みを抱え込まないような仲間づくりの場をつくった
り、そのサロンに参加した親子の様子がいつもと変
わりはないかと気に留めたり、さらに、必要があれ
ば相談に乗り、適した関係機関・団体を紹介します。
　このように、民生委員児童委員は、担当する地域
で生活する人々に向け、活動しています。

地域の子どもと子育て家庭を
見守る児童委員

（神奈川県民生委員児童委員協議会）

今井　和治（民生委員児童委員）
綾瀬市綾北地区
民生委員児童委員協議会

人、買い物の行き帰りの人、ご近所の方、地域で気軽に
歓談や趣味の活動などができるよう設けている「憩いの
家」の利用者等々、毎日すれ違った人々と「ご苦労様」
「ありがとう」そして、「元気ですか」のあいさつから交
流ができ、会話が弾みます。会話の端々に「最近あの人
見かけないので見に行ってください」「あの人は元気に
なった」または、「病気になった」「施設に入った」等々、
わざわざ地域の様子をパトロールしなくても、小さな情
報ではありますが、かなり信
ぴょう性が高い情報が、私の
ところに入ってきます。
　私は、地域の住民との日常
会話から、民生委員児童委員
活動をしています。

　日常の安否確認を目的に、まずはお互いが顔見知りに
なることが大切という考えから、75歳以上の住民を対象
に「ふれあいの集い」を実施しています。この集いで顔が
見える関係が築け、災害時の支援に活かされています。

京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。
防犯カメラや新型ＡＥＤも
取扱っております。

高齢者や身体の不自由な方の為の
【緊急通報サービス】を当社では格
安で提供しております。
関心のある方や希望される方はお
気軽にお問い合わせ下さい。
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子
ど
も
・
若
者
の
声
ま
と
め
、
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
発
行

 

〜
わ
か
も
の
互
立
（
支
え
あ
い
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

私
た
ち
「
わ
か
も
の
互
立
（
支
え
あ

い
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
以
下
、
互
立

ネ
ッ
ト
）
は
、
児
童
相
談
所
や
青
少
年

相
談
室
、
自
立
援
助
ホ
ー
ム
、
学
校
、

居
場
所
づ
く
り
支
援
団
体
等
の
有
志
約

20
名
が
参
加
し
、
自
立
の
困
難
さ
を
抱

え
た
子
ど
も
・
若
者
の
課
題
共
有
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り
組
む
任

意
団
体
で
す
。
平
成
23
年
度
の
県
社
協

主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
契
機
に
発
足

し
、
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

互
立
ネ
ッ
ト
で
は
、
当
事
者
の
声
を

社
会
に
発
信
し
よ
う
と
、
幼
少
期
か
ら

現
在
も
支
援
機
関
と
つ
な
が
る
若
者
を

対
象
に
、
今
の
生
活
状
況
、
相
談
相
手

の
有
無
、
若
者
に
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
、

将
来
へ
の
希
望
や
不
安
な
ど
に
つ
い
て

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
、
平
成
28
年

３
月
、
調
査
内
容
を
ま
と
め
た
『
か
な

が
わ
青
年
期
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
Ｖ
ｏ

ｌ
・
２
』
を
発
行
し
ま
し
た
。

幼
少
期
に
秘
め
た
心
の
叫
び

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
や
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
自
立
援
助
ホ
ー
ム
、
児
童
福
祉
施

設
、
学
校
等
に
協
力
い
た
だ
き
、
19
歳

か
ら
35
歳
の
11
名
の
声
を
集
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
方
々
も
、

私
た
ち
が
予
想
し
て
い
た
こ
と
以
上
に
、

貧
困
や
虐
待
の
環
境
に
身
を
置
き
、
大

き
な
挫
折
感
を
体
験
し
な
が
ら
、
周
囲

の
大
人
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
を
諦
め

て
い
た
こ
と
、
気
づ
か
れ
る
こ
と
も
な

か
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
親
は
、
自
分
が
苦
し
ん
で
い
る
の
は

子
ど
も
に
原
因
が
あ
る
と
思
っ
て
い
て
、

子
ど
も
が
変
わ
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。
で
も
、
そ
れ
は
親
の
悩
み
で

あ
っ
て
、
子
ど
も
が
背
負
う
も
の
で
は

な
い
。
支
援
機
関
の
方
々
に
は
、
親
の

困
っ
て
い
る
こ
と
と
、
子
ど
も
本
人
の

困
っ
て
い
る
課
題
を
別
の
も
の
と
整
理

し
て
も
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
切
な
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
も
ら
い
た
か
っ
た
」（
ひ

き
こ
も
り
か
ら
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
利

用
し
た
方
）。

　
「
家
族
再
統
合
は
き
れ
い
な
言
葉
で

す
け
ど
、
非
常
に
辛
か
っ
た
。
児
童
相

談
所
で
数
カ
月
し
か
関
わ
り
の
な
い
人

が
、
支
援
の
枠
の
中
に
私
を
あ
て
は
め

よ
う
と
し
て
、
私
の
気
持
ち
を
聞
い
て

く
れ
な
か
っ
た
」「
私
が
助
け
を
求
め
て

も
、
子
ど
も
よ
り
親
の
言
う
こ
と
を
信

じ
て
い
た
」「
虐
待
を
周
囲
に
知
ら
れ
て

し
ま
う
怖
さ
が
あ
っ
た
。
誰
か
を
通
じ

て
、相
談
し
て
い
る
こ
と
が
親
に
伝
わ
っ

た
ら
、
何
を
さ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
」

（
虐
待
に
よ
り
高
校
中
退
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
方
）。
心
の
内
に
留
め
て
い
た
声

が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
事
者
の
側
に
立
っ
た
仕
組
み
づ
く
り

　

ご
自
身
の
切
実
な
思
い
を
話
し
て
く

れ
た
一
方
で
、
今
後
の
提
案
に
つ
い
て
、

「
友
達
の
目
も
あ
っ
て
、
学
校
の
相
談
室

に
は
行
き
づ
ら
い
。
一
人
ず
つ
面
接
し

て
く
れ
た
方
が
悩
み
を
話
し
や
す
い
」

「
子
ど
も
の
気
持
ち
を
分
か
っ
て
く
れ
る

サ
ポ
ー
タ
ー
が
い
て
く
れ
た
ら
良
か
っ

た
」「
長
期
的
に
支
援
す
る
自
立
援
助

ホ
ー
ム
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
良

い
」。
そ
の
反
対
に
「
自
分
の
経
歴
を
全

く
知
ら
な
い
人
が
、
周
囲
に
い
て
く
れ

て
有
り
難
か
っ
た
」
な
ど
、
今
も
辛
い

中
に
い
る
子
ど
も
・
若
者
た
ち
に
支
援

が
届
く
よ
う
に
、
多
く
の
期
待
等
も
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
冊
子
で
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
に

協
力
い
た
だ
い
た
支
援
機
関
を
交
え
た

意
見
交
換
を
重
ね
、「
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク

か
ら
の
提
案
」
を
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
専
門
職
）
の
拡
充

と
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
」

「
個
々
に
応
じ
た
社
会
参
加
・
就
労
サ

ポ
ー
ト
、
職
親
さ
ん
の
拡
充
」「
青
年
期

自
立
援
助
ホ
ー
ム
（
ケ
ア
付
き
下
宿
）

の
設
置
」「
学
び
の
保
障
」「
早
期
の
対

応
と
、
よ
り
組
織
的
な
取
り
組
み
の
充

実
」
と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

互
立
ネ
ッ
ト
で
は
今
後
も
当
事
者
が

中
心
と
な
っ
た
支
え
あ
い
の
仕
組
み
づ

く
り
に
向
け
て
、
関
係
者
の
方
々
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
わ
か
も
の
互
立
（
支
え
あ
い
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

【目次】
はじめに（ヒアリング経過）
若者の声
座談会～ヒアリングから思うこと
サポートブックからの提案
特別寄稿
おわりに（謝辞）
本冊子は、県社協ホームページからダウンロー
ドできます。http://www.knsyk.jp/
―――――――――――――――――
※ 『かながわ青年期サポートブックVol.1』（県
社協、平成26年２月）も上記ホームページか
らダウンロードできます。併せてご覧くださ
い。
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2016年3月29日～4月26日

●要介護率　地域差最大1.6倍
　厚労省の調査で65歳以上の高齢者に占
める要介護認定を受けた人の割合(要介
護認定率)が都道府県別で最大1.6倍の
差があることが分かった。最も認定率が
高かったのは大阪の22.4％。本県は全国
平均値と同じ17.9％だった。

●生活困窮者相談　月平均14.3件
　平成27年４月に開始した生活困窮者自
立支援制度で、窓口を設置する自治体が
平成28年1月までに受け付けた新規の相
談件数は18万8,590件、全国の月平均は
14.7件であることが厚労省のまとめで分
かった。厚労省が示した目標値を上回っ
たのは4府県のみ。本県は月平均14.3件。

●成年後見利用促進法が成立
　認知症や知的障害などにより判断能力
が不十分な人を支援する成年後見制度の
利用を促進する法律が４月８日、衆院本
会議で可決、成立した。市民後見人の育
成や家庭裁判所による監督体制の強化を
目指すとともに、医療や介護に関する後
見人の権限拡大も検討する。

●摂食障害患者　全国で2.6万人
　厚労省が平成10（1998）年以来の大規
模調査を実施し、全国で拒食症や過食症
などの摂食障害の患者が全国で2.6万人
いることが分かった。また、全国の保健
所3,071カ所での過去5年間における摂
食障害に関する相談総数は3,084件。治
療を途中で止めたり、治療を受けていな
い人や家族からの相談が43％にのぼった。

●シングルファーザー生活実態調査
　川崎市男女共同参画センター（すくら
む21）は、市内在住のシングルファー
ザー30人を対象に行った『シングル
ファーザー生活実態インタビュー調査報
告書』を発行した。仕事と子育ての両立
への父親の悩みが浮き彫りになった。就
労と経済状況、シングルマザーとの差異
などの側面から現状を分析している。

熊本地震 復興支援にご協力をお願いします
■義援金の受付
〈熊本県共同募金会の義援金受付口座〉
◆取扱期間　平成28年６月30日（木）まで

振込口座 口座名義

肥後銀行  水
すい
道
どう
町
ちょう
支
し
店
てん

普通預金　1281400
社
しゃ
会
かい
福
ふく
祉
し
法
ほう
人
じん
熊
くま
本
もと
県
けん
共
きょう
同
どう
募
ぼ
金
きん
会
かい

熊本銀行  花
はな
畑
ばた
支
し
店
てん

普通預金　0025449

ゆうちょ銀行
00950－2－174321　 熊

くま
本
もと
県
けん
共
きょう
同
どう
募
ぼ
金
きん
会
かい
熊
くま
本
もと
地
じ
震
しん
義
ぎ
援
えん
金
きん

振込口座 口座名義
三井住友銀行 東京公務部
普通預金　0162585 （福

ふく
）中

ちゅう
央
おう
共
きょう
同
どう
募
ぼ
金
きん
会
かい
熊
くま
本
もと
地
じ
震
しん
義
ぎ
援
えん
金
きん

りそな銀行　東京公務部
普通預金　0124323

（福
ふく
）中

ちゅう
央
おう
共
きょう
同
どう
募
ぼ
金
きん
会
かい

三井住友信託銀行
本店営業部
普通預金　0180014

※ 肥後銀行、熊本銀行及びゆうちょ銀行における窓口での振込手数料
は無料。上記以外の他銀行からの振込みやＡＴＭ、ネットバンキン
グ等についての手数料は有料。

※ 三井住友銀行より送金する場合、ＡＴＭも含めて本支店間の送金手
数料は無料。

※ りそな銀行、埼玉りそな銀行、近畿大阪銀行より送金する場合、Ａ
ＴＭも含めて本支店間の送金手数料は無料。

※三井住友信託銀行の窓口やＡＴＭ（カードによる振込みに限る）、
三井住友信託ダイレクトで送金する場合、送金手数料は無料。

〈中央共同募金会の義援金受付口座〉
◆取扱期間　平成28年６月30日（木）まで

■災害ボランティア活動の情報
◆熊本県内での災害ボランティア活動の情報
　　熊本県社協ボランティアセンター　
　 　ボランティア活動に参加される方は、必ず事前にお住まいの地域
または出発地にて保険加入手続きを済ませてから、被災地へ向かわ
れますようお願いします。

〈ボランティア活動保険の受付窓口〉
◆市区町村社会福祉協議会ボランティアセンター
　　神奈川県社協　災害時専用ページ　

－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei.co.jp
URL http://www.yasue-sekkei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

検索 

検索 
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❖私たちが作った『防災マニュアル』

　KILCでは、『障害者のための
防災マニュアル』を障害当事者
の視点で作成し、被災時にはど
んな「困りごと」が起こりうる
かを障害別にまとめました。
　肢体不自由の人の不安は、
「果たして無事に逃げることが
できるか」につきると思いま
す。視覚・聴覚に障害のある人
の大きな不安は、避難経路の確
保、情報からの孤立です。内部障害のある人にとって
は、いつも通りの治療やケアが継続できるかが重要
で、避難所等で自分の疾患を正確に他人に伝えるため
の方法について考えておくことが大切でしょう。
　また、障害のある人が自立生活をおくる上での必要
な防災知識・心構えをチェックリストとしてまとめま
した。例えば、非常時に備えて確かめておきたいこと
として、災害時にヘルパーさんが来てくれるのか派遣
事業所等と事前に打合せておく、また、近隣・地域と
のコミュニケーションについては、隣近所の人などに
避難の手助けをしてもらえるよう前もって頼んでおく
ことを挙げています。

❖防災と「合理的配慮」

　先月施行された障害者差別解消法が求める「合理的
配慮」について、内閣府の「合理的配慮等具体例デー
タ集」では、災害時の代表的な合理的配慮の例とし
て、「筆談、要約筆記、読み上げ、手話、点字など多様

なコミュニケーション、分かりやすい表現を使って説
明するなどの意思疎通の配慮」「障害者が立って列に
並んで順番を待っている場合に、周囲の理解を得た上
で、当該障害者の順番が来るまで椅子などを用意する」
などを示しています。熊本県は、旅館ホテル生活衛生
同業組合との協定に基づき、障害のある人や高齢者
等、避難所で特別の配慮を要する人とその介助者を宿
泊施設に無料で受け入れています。こうした国や自治
体の動向に注目し、他県の優れた政策を地元の自治体
にも求める働きかけもまた大切だと思います。

❖障害のある人の「防災」とは

　災害が起きた時は障害のある人もない人も関係な
く、全員が「被災者」となります。復興までの長い混
乱の中、社会的な支援は最小限となり、普段通りの生
活サポートは期待できないと覚悟しておく方がよいで
しょう。そこで大切なのが、「事前の準備」です。災害
発生時に実際に直面する不安や危機を想定し、適切な
支援を受けやすくするための自分なりのプランや知識
を準備しておくことこそ、障害のある人、いえ私たち
の社会全体にとっての「防災・サバイバル」ではない
でしょうか。

　「平成28年熊本地震」により被災された皆さ
まに、心よりお見舞い申し上げます。本県で
は、従来から「東海地震」や「神奈川県西部地
震」の切迫性が指摘され、また「首都直下地震」
の発生も懸念されています。
　過去の震災の経験から、私たち障害のある
者は避難所で生活するにしろ、在宅にしろ、障
害のない人以上に多くの困難や不安に直面す
ると言わざるを得ません。災害は決して他人
事ではありません。そこで今月は、障害のある
人の防災について、今一度考えてみます。

障害のある人にとっての防災
～準備と情報が鍵～

◎ このコーナーでは、子育てや障害、認知症・介護当事者の目線から、普段の暮らしに役立つ「おすすめ」なものを紹介します。

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ 

今月は
　⇨ （Ｎ）神奈川県障害者自立生活支援センター

がお伝えします!

　通称KILC（キルク）。1997年4月設立。障害者の自立生
活を目指してピアカウンセリング（障害者による相談事業）
や各種情報提供、障害者施策の研究・提言など障害当事者
の目線で共生社会の実現を目指した活動を展開。現在、厚
木・平塚等４カ所の事業所で活動中。

〈連絡先〉厚木市愛甲1－7－6
☎046-247-7503　 FAX 046-247-7508
URL http://www.kilc.org
Mail info@kilc.org

■障害者のための防災マニュアル CAUTION! 
URL http://www.kilc.org/caution/index.html

■合理的配慮等具体例データ集（合理的配慮サーチ）
URL http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/jirei/

■被災者への宿泊施設の提供について / 熊本県 
URL http://www.pref.kumamoto.jp/kiji_15486.html?type=top
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　福祉最前線
̶現場レポート̶

◎ このコーナーでは県内各地の福祉関連の当
事者・職能団体等の方々から日ごろの取り
組みをご寄稿いただきます。

　神奈川県肢体不自由児協会は昭和30年に創設されまし
た。この年は私の生まれ年で、昨年理事長を引き受ける
際に、同じ時代を歩んだ感慨とその当時から福祉の事業
体として歩んで来られた尊い歴史を感じずにはいられま
せんでした。父母の会等家族の皆様と一緒に、様々な困
難や壁と向き合いながら活動を紡ぎ、神奈川の福祉を牽
引し「今」があると思います。共生社会の理念や障害者
差別解消法の施行など、これらの地道な活動の成果であ
ると感じます。
　ただ法律の後押しに大いに期待しながらも、多様な生
き方ができる寛容な社会づくりの原動力は、やはり私た
ち一人ひとりの心の中にあるように思います。平成21
年、私たちはNPO法人格を取得し、「フュージョンコム
かながわ・県肢体不自由児協会」という名称に変更いた
しました。「フュージョン」は「融合」を表し、「コム」
は「コミュニケーション」「コミュニティー」の略で、人
との関わり・地域を表しています。地域融合を願いと
し、命と個性を大切に、誰もが地域に溶け込んで当たり

前の生活をする…そんな願いを法人名に込めています。
　多様性を尊重すること、一人ひとりの可能性を信じる
こと、自由に社会参加を目指すこと、共生社会のキー
ワードは「つながり」だと感じます。現在もこの「つな
がり」を活動の柱に、（公財）神奈川新聞厚生文化事業団
と共催で「車いす空の旅」や、「バス旅」「イタリアン会
食会」等のレクリェーション活動、相談事業や神奈川県
委託による喀痰吸引等の研修事業やコミュニケーショ
ン・摂食研修等を毎年実施しています。事業体の規模が
小さく大変ですが、参加者の期待やこぼれる笑顔、ボラ
ンティアの方が継続して取り組んでくださることが、私
たちの支え・励みになっています。
　具体化に時間はかかりますが、新しいことにも取り組
みたいと考えています。外出先でも大人の方が気持ちよ
くおむつを替えられる大型ベットの設置運動や、学校卒
業後、通所生活が難しい方の生涯学習を支援する訪問カ
レッジ活動や外出活動の支援など、障害のある方の社会
生活・社会参加が少しでも充実するよう、地域で活動さ
れている色々な方や団体と連携して、できることから事
業を拡げていきたいと思います。ご支援お願いします。

なが～い法人名に込められた願いと夢

　ニーズを拾い、生活支援や相談、レクリェーション活動や研修事
業に取り組み、心身障害児者父母の会連盟、肢体不自由児者父母
の会連合会などの関係団体とも連携し、障害児者及びその家族の
豊かな社会生活づくりを目指して活動中です。
〈連絡先〉☎045－311－8742　Mail jimukyoku@kenshikyou.jp

（特非）フュージョンコムかながわ・県肢体不自由児協会
 理事長　成田裕子
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地域福祉活動に役立つ情報をお届けします
～本会発行資料のご案内～

○ 番号の隣に★印の記載がある資料は、本会ホームページ（http://knsyk.jp）からダウンロードすることができます。
○在庫終了等によりお分けできない場合もありますので予めご了承ください。

　本会では、地域福祉の推進や福祉サービスの質の向上に向けた各種事業の実施を通して見えてきた、取り組み
にあたって大切にしたい視点や考え方、参考になる先駆的実践、福祉従事者等の資質向上等に役立つ情報などを
報告書等にまとめ、適宜、発行しています。また、制度やサービスの仕組みを簡潔に解説したもの、福祉・介護
の仕事の魅力を伝える資料など、福祉への理解を広げるための資料も作成しています。ぜひご活用ください。
 （企画調整・情報提供担当）

神奈川県社会福祉協議会　主な発行資料（平成26年度及び平成27年度発行分）
№ 書名（　）は発行時期 入手に関する問合せ
１ 市町村社協幹部職員情報交換会報告書（H28.3）

地域福祉推進担当
☎045－312－4815

２ 第2種・第3種正会員連絡会会員概況（H28.3）
３ 大学等進学奨学金制度一覧（H28.3）

４★ 「社協の総合相談」を進めるために－６つの実践事例とリーダー層職員の動きのヒ
ント（H27.3）

５★ 市町村社協現況報告（毎年度発行）

６★ 災害発生、そのとき私たちはどう動くか～災害発生対応施設職員ノウハウ研修推進
事業報告書（H28.3） 社会福祉施設・団体担当

☎045－311－1424
◆はYouTubeで視聴可
能。

７◆ 高齢者福祉施設紹介映像資料（DVD）「伝えたい思いがある 思いを受け継ぐ人がい
る」（H27.10）

８◆ 神奈川県児童福祉施設紹介DVD（H27.6）

９ かながわジョブサポートのすすめ～多様な働き方の創出を～（H27.6） ライフサポート担当
☎045－311－8753

10★ 「『保証問題』・『死後事務』をめぐる課題と『保証機能』の構築に向けて」(中間報
告）（H28.3）

権利擁護推進部
☎045－312－4819
☎045－312－5788
◇は貸出のみ。

11★ かながわの市民後見人養成の現状と課題～権利擁護人材養成のさらなる展開に向
けて(市民後見人養成課題検討会報告書中間まとめ)（H28.3）

12 権利をまもり、一人ひとりの地域の"あんしん"をささえる～日常生活自立支援事業
―神奈川県における実践事例集（H28.2）

13★ 「一人ではむずかしい」をサポートします－日常生活自立支援事業・成年後見制度
利活用支援パンフレット（H28.2）

14★ 成年後見制度市町村長申立てQ&A集（H27.7）
15★ 事例から学ぶ「権利擁護相談」―権利擁護相談事例集（H27.3）
16◇ 成年後見活動普及啓発DVD「地域を支える～市民後見人の活動」（H27.2）
17 日常生活自立支援事業実施状況報告書（毎年度発行）

18★ 職員が育つ職場がいる～神奈川県社協発 福祉の職場のスーパービジョン（H28.2） 福祉研修センター
☎045－311－1429

19☆ パンフレット「ようこそ あなたを輝かせる福祉・介護のしごとへ」
福祉人材センター
☎045－312－4816
☆はこちらのHPに掲載。
http://www.kfjc.jp

20 パンフレット「知ってほしい 私たちの仕事 福祉・介護の仕事のこと」
21☆ パンフレット「みんなのありがとうがいっぱい 福祉のしごと」（中学生向け）

22☆ パンフレット「福祉のしごと～高校生のきみたちへ いま伝えたいこと～」（高校生
向け）

23 社会福祉施設等における福祉人材に関する需要調査報告書（毎年度発行）

24★ 事業者のみなさんにちょっといい話－第三者委員活動理解促進リーフレット
（H27.1）

かながわ福祉サービス運
営適正化委員会事務局
☎045－312－1121（代）25★ かながわ福祉サービス運営適正化委員会事業報告書（毎年度発行）

26★ 福祉制度・施策に関する提言（毎年度発行） 企画調整･情報提供担当
☎045－311－1423
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役員会の動き
◇理事会＝４月15日（金）①評議員の
選任について②正会員の入会申込
みについて③任期満了に伴う理事
候補者の推薦について④任期満了
に伴う監事候補者の推薦について
⑤任期満了に伴う評議員の選任に
ついて⑥任期満了に伴う各種委員
会委員の選任について

新会員紹介
【施設部会】なでしこ第２保育園、特
別養護老人ホーム香樹の里、特別
養護老人ホーム青根苑

平成28年経済センサス̶活動
調査へのご回答のお願い

◇調査目的＝事業所および企業の経
済活動の状態を調査し、各種の行
政施策立案や民間企業における経
営計画などの基礎資料を得る。
◇調査期日＝平成28年６月１日現在
◇調査対象＝全国の全事業所・企業
◇調査方法＝調査員の訪問または郵
送により調査書類を配布
◇問合先＝神奈川県統計センター
　☎045（313）7219,7220　
　FAX045（313）7210
　 URL http://www.pref.kanagawa.
jp/cnt/f100363/p1007826.html

川崎授産学園市民交流事業のご案内
障害者支援講座（ボランティア講座）
《第１日目・講義》
◇テーマ・講師＝「人を支援するこ
との意味を考えてみよう」講師：
山中達也氏（山梨県立大学准教授）
◇日時＝平成28年６月20日（月）午前
10時～正午

《第２日目・体験》
◇日時＝平成28年６月20日（月）、21
日（火）、22日（水）、23日（木）午後
１時30分～午後３時
　※１つ以上選択
《第３日目・講義と施設見学》
◇テーマ・講師＝「ボランティア体
験を通して自分自身を知ろう」講

県社協新評議員のご紹介
　※任期：５月10日から２年間
◇第１種【経営者部会】坂本堯則（た
ちばな福祉会）、小泉隆一郎（泉心
会）、浦野正男（中心会）、三澤京子
（吉祥会）、赤間源太郎（相模福祉
村）、西山宏二郎（藤嶺会）【施設部
会】宮下慧子（カサ・デ・サンタ
マリア）、三浦知人（川崎市ふれあ
い館）、工藤廣雄（横浜市生活自立
支援施設はまかぜ）、鈴木暢（ハー
トピア湘南）、鶴飼一晴（唐池学
園）、菅原茂樹（総合病院湘南病
院）【民生委員児童委員部会】飯田
弘、松本信之、篠原德守（以上、
県民児協）、宮田光明、長瀬潔（以
上、横浜市民児協）、吉田紀代子
（川崎市民児協）、篠﨑稔、菅沼稔
（以上、相模原市民児協）【市町村
社協部会】有賀美代（横浜市社
協）、青木英光（川崎市社協）、高
部博（相模原市社協）、川﨑喜正
（三浦市社協）、藤村和靜（秦野市
社協）、萩原庸元（愛川町社協）、
秋澤靖久（二宮町社協）、小澤稔
（湯河原町社協）
◇第２種【連絡会】馬上和久（県腎
友会）、戸井田愛子（県身体障害者
連合会）、谷田川靖子（じんかれ
ん）、小宮恒次（県老人クラブ連合
会）、前波万里子（県里親会）、野
上薫子（県介護福祉士会）、宮田丈
乃（県保育会）、小林俊一（認知症
の人と家族の会神奈川県支部）
◇第３種【連絡会】増田淳（神奈川
新聞厚生文化事業団）、新江良一
（県病院協会）、澤井博司（県医師
会）、鵜飼典男（県薬剤師会）、花
木隆之（県歯科医師会）、市野澤国
冠（県商工会議所連合会）、二宮務
（県農業協同組合中央会）
◇第４種【関係機関、学識経験者】
笹島大志（県保健福祉局）、鯉渕信
也（横浜市健康福祉局）、成田哲夫
（川崎市健康福祉局）、熊坂誠（相
模原市健康福祉局）、山口正志（県
市長会）藤井邦彦（県町村会）、八
木明（県共同募金会）

師：山中達也氏（山梨県立大学准
教授）
◇日時＝平成28年６月24日（金）
　　　午後１時30分～午後３時30分
◇場所＝川崎授産学園内
◇定員＝20名
◇申込＝６月15日（水）までに電話、
FAX、メール、来所にて受付
◇参加費＝無料
音楽交流サロン奏（かなで）のご案内
　だれでも参加でき、交流とお茶を
楽しめるサロンを開催しています。
◇日時＝５月26日（木）、６月23日
（木）、７月14日（木）各日午後１時
30分～午後３時（午後１時開場）。
出演者は施設に問合せのこと
◇場所＝川崎授産学園内
◇申込＝不要（団体の場合要事前連絡）
◇参加費＝無料（自家製お菓子と飲
み物は各100円）
◇問合・申込先＝川崎授産学園（川
崎市麻生区細山1209）※講座・サ
ロン奏ともに
　☎044（954）5011　FAX044（954）6463
　Mail info@seiwa-gakuen.jp

寄附金品ありがとうございました
【交通遺児援護基金】（一社）神奈川県
指定自動車教習所協会、青木繁弘

【子ども福祉基金】荒谷昭子
【ともしび基金】県立横浜ひなたや
ま支援学校、（福）進和学園しんわ
本人自治会連合会、安達喜雄、脇
隆志、県立湘南養護学校、県立津
久井養護学校、県立金沢養護学校
 （合計1,064,548円）
【寄附物品】神奈川県定年問題研究
会、吉田一海、（福）NHK厚生文
化事業団、（株）サムライ・ロッ
ク・オーケストラ、山下みゆき
 （いずれも順不同、敬称略）

神奈川県民共済生活協同組合より、本会児童福祉
施設協議会・母子生活支援施設協議会にご寄附い
ただき、榎本雅夫常務理事（右）に感謝状を贈呈
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ご意見・ご感想をお待ちしています！

かながわ
情報ほほっとっと

バックナンバーはHPから
検索 神奈川県社協

株式会社ディレクターズクラブ

［弊社の制作実績］

お気軽にお問い合わせください！

〉〉ホームページからもお問い合わせいただけます。

http://www.directorsclub.co.jp/form.html

ホームページを弊社で制作いたしました！

TEL ０４５-６５０-１３５５ MAIL 担当 東海林info@directorsclub.co.jp

横浜市中区山下町1番地 シルクセンター9階

神奈川県社会福祉協議会様
〈http://www.knsyk.jp/〉

求人ページ、充実させませんか？
求職者の応募促進のため、自社ホームページを充実させることが求職
者からの問い合わせ増加につながります。リクルートＯＢのスタッフが
制作した事例をご用意しております｡お気軽にご相談ください。

　

地
域
住
民
と
い
う
立
場
か
ら
、
福
祉

に
関
す
る
相
談
に
対
応
し
、
行
政
や
関

係
機
関
・
団
体
へ
の
つ
な
ぎ
役
を
務
め

る
民
生
委
員
児
童
委
員
（
以
下
「
民
生

委
員
」）。
横
浜
市
で
は
約
４
千
６
０
０

名
が
活
動
し
て
お
り
、
市
内
２
６
０
地

区
に
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
（
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下
「
民
児
協
」）
が
組
織
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

横
浜
市
で
は
、
地
域
福
祉
を
計
画
的

に
推
進
す
る
た
め
に
、
市
・
区
・
地
区

の
そ
れ
ぞ
れ
の
圏
域
で
「
地
域
福
祉
保

健
計
画
」
を
策
定
・
推
進
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
４
月
か
ら
は
、
区
・
地
区
の

「
第
３
期
地
域
福
祉
保
健
計
画
」の
推
進

が
始
ま
り
ま
す
。

　

本
郷
第
三
区
民
児
協
が
担
当
す
る
栄

区
本
郷
第
三
地
区
で
は
、「
支
え
あ
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
自
治
会
・
町
内
会
、

民
生
委
員
、
保
健
活
動
推
進
員
な
ど
地

域
の
関
係
団
体
が
参
画
し
、
地
域
福
祉

保
健
計
画
を
推
進
し
て
い
ま
す
。「
支
え

あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
訪
問
活
動
、
広
報
、
災
害
時
、

子
育
て
関
連
の
５
つ
の
分
科
会
が
あ

り
、
各
分
科
会
に
関
係
団
体
の
メ
ン

バ
ー
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
民
生
委
員

も
多
く
参
加
し
、
日
頃
か
ら
顔
の
見
え

る
関
係
性
を
築
い
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
一
例
と
し
て
、
広
報
分
科
会

で
は
地
域
活
動
へ
の
参
加
を
促
す
こ
と

を
目
的
に
、
広
報
紙
や
自
治
会
等
の
活

動
内
容
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ま
と
め
た
「
ふ
れ
あ
い
マ
ッ

プ
」
の
作
成
、
子
育
て
関
連
分
科
会
で

は
地
域
の
行
事
な
ど
を
掲
載
し
た
「
こ

ど
も
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
配
布
、
多
世
代

交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
の
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
支
え
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
へ
の
参

画
を
通
し
、
民
生
委
員
と
関
係
機
関
・

団
体
が
互
い
の
役
割
を
正
し
く
理
解

し
、
日
頃
か
ら
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し

合
え
る
関
係
が
で
き
て
い
ま
す
。
民
生

委
員
が
見
守
り
活
動
な
ど
に
よ
り

キ
ャ
ッ
チ
し
た
ニ
ー
ズ
を
地
域
住
民
に

伝
え
、
地
域
活
動
に
つ
な
げ
る
パ
イ
プ

役
と
し
て
、「
顔
の
み
え
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
他
機
関
・
団
体
と
と
も
に
進
め

て
い
ま
す
。

　
（
本
郷
第
三
地
区
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
）

 

本
郷
第
三
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
（
横
浜
市
栄
区
）

「
顔
の
み
え
る
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
て

◆５月12日は「民生委員・児童委員」の日
　民生委員制度の始まりは、第一次世界大
戦末期、大正６（1917）年５月12日に防貧
対策として岡山済

さい

世
せい

顧問設置規程が交付
されたことに由来するものです。来年の平
成29年は、民生委員制度創設100周年とい
う節目の年を迎えます。
　全国民生委員児童委員連合会では、岡山
済世顧問設置規程が交付された５月12日を
「民生委員・児童委員の日」と定め、５月12
日から18日までの１週間を地域のみなさん
にその活動を知っていただくための強化週
間として取り組みを進めています。

「支えあいネットワーク」幹事会の様子。地区
社協、自治会・町内会、民生委員児童委員など
様々な関係団体が参画している

広報紙「本三みらい」と内容を新たにした
「ふれあいマップ」
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